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弱視者の 最大読書速度と臨界文字サ イズ に 及ぼ す

　　近距離視力 ・ 最大視認力 ・ 読書視力の 影響

武 内　栄希
＊ ・柿澤 　敏文

＊ ＊

　知的障害 の な い 中学生 以 上 の 弱視者 23 名 を対象 と し て 、 ロ グマ
ー

近点視力表 を用 い

て 近距離視力 と最大視認力 を、MNREAD −J読書チ ャ
ー トを用 い て 読書視 力、最大読書

速度 、臨界文字サ イズ を測定 した 。 最大読書 速度 と近距離視 力、最大視認力 、読書視

力 の 間 の 相 関係 数 は い ずれ もO．6以 下 で 低か っ た 。 臨界 文字 サ イズ と近距 離視力 （r

＝＝O．82）、最 大視認 力 （r ＝0．47）、読書視力 （r　＝O．95）の 相関係 数は 、最 大視認 力 を除 い て

高 い 値で あ っ た。最大読書速度 と臨界文字サ イズ を目的変数 と し、近 距離視力、最 大

視認力、読書視力を予 測変数 と し て バ ッ ク ワ
ー

ドエ リ ミネー
シ ョ ン の 重 回帰分析 を行

っ た結果 、 最大読書速度 に は 近距離視力 （説明率 3L5 ％ ）が 、 臨界文字サ イズ に は近距

離視力 と読書視力 （説明率 93．3％ ）が有 意 に影響 した 。 最大視 認力 は予測変数 と して採

用 さ れ ず、他の 2 変数 と は 質的 に異 なる こ とが 示唆 さ れ た 。

キ ー ・
ワ
ー

ド ：弱視　最大読書速度　臨界文字サ イズ　視力

1．は じめに

　文字 を読む こ とは学習場面の み な らず、 日常

生 活全般 にお い て 重 要で あ る 。
こ の 読 み に 弱視

児 ・者 は 困難 を有 し て い る こ とが 多 い
。 弱視

児 ・者 の 視覚的特性 と読書 との 関係 を知 る こ と

は 、読書 困難の 改善に 大 きな役割 を果たす と考

え られ る。

　佐藤 （1974）は 弱視児の 読書 に関 して弱視児 95

名、晴眼児 75名を対象に読書 力検査 を実 施 し 、

弱視児 の 読書 に つ い て 視力が 低下す る に つ れ て

最 大読書速度は遅 くな る、と報告 して い る 。 濱

本 ・五 十 嵐 （1979）は弱視児 の 視知覚の 速 さ に 関

して 近距離視力 、 最大視認力 、視距離か ら検討

し、視 知覚 の 速 さと最 も相 関の 高 か っ たの は 近

距 離視 力で あ っ た 、と報告 して い る 。一
方、五

十嵐 ・佐藤 （1980）は 、弱視 児 50名 を対象 と し

て 最 大読書速度 と近 距離視力 の 関係 を検 討 した

＊

筑波大学大学院教育研究科
＊＊

筑波大学大学院人 間総合科学研究科

結果 、両者 の 間 に は 明 白な関係 を見 出 せ な い と

した 。 Legge ，　Ross，　Isenberg，　a皿d　LaMay （1992）は

臨床的 に得 られ る デ
ー

タ の 中 か ら透光体の 混濁

の 有無 、 中心 視野 の 欠損 の 有無 、 年齢 、 視 力 、

眼疾患 を と りあげ、最大読 書速度 と の 関係 に つ

い て 検討 し、年齢の 要 因が 読書速度 に 対 し て 与

え る影響 は視力 よ りも大 きく、読書 に 対す る視

力の 影響 は小 さい と報告 して い る。 こ の よ うに

弱視児 ・者の 視覚的特性 の うち、視力に関 して、

読書 との 関係 を示す デ
ー

タ と と もに 、 あ ま り関

係が な い とす るデ
ー

タが あ り、 検討 の 余地が あ

る と思 わ れ る。なお 、本研 究 に お ける近 距離視

力 とは 、 30cm の 視距離 で ラ ン ドル ト環視標 を用

い て 測定 した視 力 とする 。 最大視認力 とは、通

常 30cm の 視 距離 で 測定す る近距 離視 力表 を用

い 、視距 離 を自由に し た と きに ど れ だけ小 さ な

視標 を識別で きるか を測定す る もの で 、視認で

きた最 小 の 視標 （最小 可 読視標）とそ の 時 の 視

距離 を記録す る教育的 な評価方法の ひ とつ で あ

る 。
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　弱視者の 読書 に 関 して 文字 サ イズ を要因 と し

た 研究 も行 なわ れて い る 。 Legge
，
　Rubin，　Pelli，

and 　Schleske（ユ985）は 文字サ イズ と読書効率 の

研究 を行 い 、文字が大 きす ぎて も小 さす ぎて も

読書 効率 が 低下 す る こ と を指摘 して い る 。中

野
・
中野 （1993）は読書 に適 した文字サ イズ に関

する研 究を行 い
、 文字 サイズ と読書効率の 関係

は文字が大 き くなれ ば読書効率が 向上 する と い

う単純 な関係で はな く、ある文字サ イ ズ の と き

に読書効率が最 も高 くな る とい う関係 で ある と

報告 し て い る 。 中野 ・木塚 ・大城 ・千田 （1992＞
は弱視 児童 の 30cm 以 内 の 至近距離 で の 視距 離

調節 を文字の なす視角 との 関係 か ら分類 し 、  

文字の 大 きさ に 比例 し て 視距離 を調節す る適 調

節型 、  必 要以上 に接 近す る過 接近 型 、  接 近

する と視力が向上する近視型 を挙 げて い る 。 ま

た、中野 （2003）は弱視者の 場合 、 視距離調節 が

適切 に 行な わ れ な い と読書パ フ ォ
ーマ ン ス が 低

下 す る こ と にな る ため 、視距離の 実態 を明確に

す る こ とは生 活機能上 の 重要 な問題だ と指摘 し

て い る 。 さ ら に 、柿澤 （2004）は視 野 の状 態 に よ

り視距離調節方略が異 なる可 能性 を示す と と も

に 、 眼疾患 や視力 、屈 折 異常 の状 態等 と の 関連

か ら検討する こ とが必 要で あ る と指摘 して い る 。

　と こ ろ で 、Legge
，
　Ross

，
　and 　Luebker（1990）は

弱視者 の 読書能力 の 把握 の た め に 読書チ ャ
ー

ト

MNREAD を開発 し 、 検討 した結果 、　 MNREAD

を用 い れ ば 、 読書視力 、臨界文字サ イズ
、 最大

読書速度が測 定可 能で ある こ と を示 した 。
こ こ

で の 読書視力 とは 、対象者が チ ャ
ー

ト上 の 文字

を文字 と して 知覚 で きる限界 の 文字サ イズ で あ

り、臨界 文字 サ イ ズ とは対象 者が 最大の 読書速

度 を保 っ て読む こ との で きる最小 の 文字サ イズ

で ある
。

こ れ は 対象者が 困難 な く読 むため に必

要 な最小 の 文字サ イズ な らび に拡大率が ど の く

らい に なる か を決定す る た め の 客観的な指標 と

な る値 で ある 。 ま た、最 大読書速度 とは 適切 な

文字サ イ ズ に おける読書速度 の 平均値で ある 。

　さ ら に 、氏 間
・
島田 ・小田 （2007）は読書評価

チ ャ
ー トで 求 め られ る 臨界文字サ イズ に 基づ い

て 統制 さ れ た文 章 を示 した 際 に 、読 書速 度が

受 ける 影響 を、 ロ
ービ ジ ョ ン シ ミ ュ レ ーシ ョ

ン と ロ
ービ ジ ョ ン 者 に よ る 実験 に よ っ て検討

して お り 、 文字 サ イズ を規 定す る方法 と し て

MNREAD −J を用 い る こ と の 妥当性 を示 して い

る 。

　弱視児 ・者 の 読書 に関 して 、 上 記 の 通 り様 々

な研 究が行 なわれ て い るが 、未だ解 明 されて い

な い こ とも多 い
。 本研究で は読書能力 を表す指

標 と して MNREAD の 日本語版で ある MNREAD −

J （小 田 ，1998）の 測定 に よ っ て 得 られ る最大読

書速度お よび 臨界文字サ イズ をとりあげ、こ れ

ら に対 して 近距離視力、最大視認力、な らび に

MNREAD −J に基づ く読書視力 の 三 変数が ど の よ

うに関係 して い る の か を 、 各変数 ご と に分析す

る と と もに 、 複 合的 に も分析 し、こ れ らが読書

に与える影響に つ い て 検討 し た 。

1 ．方 法

　 1．対 　象

　 丁 大学附属盲学校中学部 、 高等部 お よび T 大

学理 療科教 員養成施設 に在籍す る知 的障害の な

い 弱視生徒 23名を対象と した 。 対象者の プ ロ フ

ィ
ール をTable　1 に示 し た 。 対 象は 男性 ユ6名 と

女性 7名で 、 年齢が 14歳〜44歳 で あ っ た 。 眼疾

患は 、 視神経萎縮、網膜色 素変性症、黄斑 変性

が そ れ ぞ れ 4 名、そ の 他 の 網膜疾患が 5 名 、 先

天 白内障が 2 名、先天 眼振 、無虹 彩、全 色 盲、

水晶体脱 臼がそ れ ぞ れ 1名で あ っ た 。 なお 、測

定に あた っ て、対象者に対 し て 事前 に 測定 の 主

旨や 内容 を説明 した 。 対象者が 本測定へ の 参加

を承諾 し、承諾書に署名 した後、測定 を実施 し

た 。

　 2．視 　標

　近 距離視 力お よび最大視認力測定の た め 、ロ

グ マ
ー

近 点視 力表 （は ん だや 製 〉を使用 した 。

また 、読書視力、最 大読書速 度 、 臨界文字サ イ

ズ の 測定の た め MNREAD −J（はん だ や 製）を用

い た 。 MNREAD −」 は、内容の 異 な る 19 の 読み

材料 を基準視距 離 30cm か ら音読 し、その 読書

時間 と誤読数を記録す る こ と に よ っ て弱視児
・

者 や 晴 眼 児 ・者の 読書速 度 や 読書 に 必 要 な 文

一 74 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

弱視者 の 最大読書速度 と臨界文字 サ イ ズ に 及 ぼ す 近 距 離視力 ・最 大視認力 ・読書視力 の 影響

e
曲
製

憂
『

−

§
円

霎
b
桶

興

韆
翌
駆
、

窒
卦
採
輝

趣
姻
椥
寵
報

囁
．

埋

卑
芝
・。

。

霆
致

ヤ

わ

卦

螺
昧
櫪
、

R
霜
挑
渥

．
岬

旭
劇

週
珊
細

日
Q

楚

浚
践

撃

．
R
確
奪
照
啜
．

R
翠
濁
墨

曳

Φ

冒 ．
O

＝．
州

  ．
HO

σ っ
α D．
QQo
う

N

eq
ゆ ．
ONO

．
O

辷．
NH

讒．
ON

マ 　に丶
q 圃
一 　 〇

 

  ．
寸

菖．
oO

σう，
O

卜

σっ．
O

霧．
Oe

っ

O ．
一

櫚
撃
糾

駆

　

　

韓
降

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 OQe つ　 　 　 　 　 　 　 　 OD 　 　 　 　 　 　 　 C 刈

ぐ oり HelO り ト   φ 閃 Rrl 門 門 の 門 寸 門   RtK 卜
OOH − ooooo 一 一 H 一 一 一 一 HNH 一 周 H 一

の OQ 卜 σ ） の QQ　o 　eq　ou   OQ 寸   国 OO 　QO 　DQ   o う 　 QQ 　QQ 　QQ

Ld ド 而 od ● d ド 邸 両 d め ぜ diOddb ド dOQ 寸 ピ di
oNOQ 卜 ○ り り r ｛ a   門 Oe り N しΩ 寸   N − e う     芍 ゆ

Q勹 ○ う 一 No う No う oう NO う N − N 　 cu − NHcaH 　 一 一

卜   　 一 　 ぱ ） 　 一 寸 　 　 ○ り e り 　 　 6り 一 NO う ト

N 一 ト ・QOHL Ω 卜 卜 LΩ 鴎 OOO 寸 Nr ｛ paOHN   b10
000000000H 一 一 HO 一 冖 一 NHH 一 一 一

ooooooo トーo り oooo り oo   cり eう ト oり Dり n
o り cacapmmoncaHO り 　 o り o り ○り 　 Q り ○り

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 引
」

→

躍 畷 躍 蔑 繋 8 雛 嘩 鐸 厳 聡 遜 訟
ddd − dddd − Adgd 一 一 A − 8 − 8
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 　 N

卜 Φ   寸 寸   o 卜 卜 」r） D9 匸 ）   寸 o り QQ 卜 o り N 卜 o り σ oP り

一 　 一 　一 　 　 　一 　 　 　H 　一

一 HHeqN6 り cり ぐ ト N 囚 寸 ONL Ω   卜一ト o 卜 N   骨

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOHO 冖

澀

旨
鯉
這

韆

ぐ
禦
泰

　
卜 ．
H

　
の ．
H

　
頃 ．
H

　
寸 ．
H

　
Qう．
H

　
σう．
H

　
頓う，冖

　
N ．
H

　
N ．冖

　
O ．州

　
O ．一

　
  ．
O

　
QD．
O

　
oQ．
O

　
DO．
O

　
αD．
O

　
DO．
O

　
oO．
O

　
卜 ．
O

　
ぐ ．
O

　
冒 ．
O

　

　
　
　

　
　
置
痙

田

坦
隈

蝦

　

　
　
鑼
榔

墾
潔
畄

駆
鴇
銀

拙

彰、
鯉．
d、
任

．
懍
亠

ミ
喰

−

鉱

K

畑
隆
握
漣

鯉
瓠

．
舉
謎

掌
区

蝦

　

　
　
　

　
　
誣
｛

嚔
貍
医

蝦

　

　
　
　

　
　
環
繁

羅
蜜
蘓

来

　

　
　
　

　
　
　

燦

ミ

τ
ー

ム

　

　
　
　

　
　
圜
餾

羅
猟

墨
駆

　

　
　
　

　
　
　

融

邏
娯

遜
馨

　

　
　
　

　
　
　

　
齷
纛

翼
駆

　

　
　
　

　
　
　

己

誤
章
曙

嶺

　

　
　
　

　
　
　

輿

蘯

虫

齷
蘿

　

　
　

環
婆
駆
葦
宀

澤
坦

主
過

　

撃
寵
．

聹
唄
超
慧

．
怛

寧
畑

　

　
　
　

　
畑
蛆−
蟹

褓
釦

爨
糶

　

　
　
　

　
　
　

糶

綿
麋

韋
駆

　

　
　
　

　
　
　

　
噂
整
卜

養

　

　
　
　

　
　
齷
ぞ

扼
坦
区

ポ

　

　
　
　

　
潔
週
郁

懸
剖

埜
羅

　

　
　
　

　
　
　

　
　
鞭

冨
鞐

　

　
　
　

　
　
　

環

置

鼠
融
無

　

　
　
　

　
環
蛆、
郁

懸
超

整
累

　

　
　
　

　
環
掣
憮

褓
副

墨
羃

E ｝ 日 y 日 旧日日Ek日日日日 璃 v日霍篝日 ig已昌【

鞨 郭 8 皺 馳 9 £ 緜 2 £ 議 Σ 黷 £ 恥

津〉←ロ魯自 r σ
「

」O口日o ℃ 0900 嵎 ｛ r 出 一』

冠
ヤ

わ

　
　

髓
姻

鮎

執
昧
櫨

　

楠
緡
望
囁

R
搴
柵
胴

　

髓
話
翠

e
啻

製
亟

h −
O
＜
国
藍

Z
芝

　

　
　
　

　
　

蚩
矗
駆

R
腱

駆
網
畷

　

e
蕾

蝦
憂

　

　
　
　

　

R
禮
琿
照
軽

騨

彈
帽

　
　
R
琿

旧
！

マ

曖

　

蓄
圏
唄

曲、
藤
豊

晨
ザ〒
　

鰻
年
　

鎌
較

蝶
紫
製
亟
為
妬

興

ミ

ー

ヤ

ト

P
卜

e
瀬
磁
物

献

　
尸

Φ一
Ω

僑
ト

一 75一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

武 内　栄 希
・
柿澤　敏文

字サ イ ズ な ど を導 く読書チ ャ
ー トで ある （小 田 ，

2002）。

　 3．手続 き

　対 象者は キ ャ ス タ
ー

付 きの 椅子 に腰掛け、近

距離視力 、 最大視認力、MNREAD −」の 測 定を行

っ た。

　 1）近距 離視力 は 、そ の 測 定方法 （丸尾 ・湖

崎 ・井上 ，1991）に従 い 測 定 し、視 認で きた最小

の 視標 を近距離視力値 とし て 記録 した 。 なお、

30cmの 視 距離 で は 、 最 も大 きい logMAR 値 1．7

（小 数視力 0．02）の 視標 を視認 で きない 場合 は測

定不 能として 記録 し、分析 に お い て は 除外 した 。

　2）最大視認 力 は 、その 測定 方法 （稲 本 ・小

田 ・岩森 ・小 中 ・大倉 ・五 十嵐，1995）に従 い 、

視認で きた最小の 視標 （最小可 読視標）とそ の 時

の 視距離 を測定 し た 。

　3）MNREAD −」は、そ の 測定方法（小 田 ，
2002）

に従 っ て 、対 象者が文章の 文字が ひ とつ も読め

な くな る まで 、で きる だ け小 さ い 文字の 文章ま

で音読 させ た 。 対象者 に は フ ォ ン トの サ イズ が

大 きい チ ャ
ー トか ら順番 に文章を音読 させ た 。

ス ト ッ プ ウ ォ ッ チ （SEIKO 製 ，　 SO51 −4000）で 読

書時間 を記録 し、さらに誤答箇所及 び誤 答数 も

記録 した 。 なお、MNREAD −J の 測定 時 に 30cm

の 視距 離で は読材料 を視認 で きな か っ た 対象者

は
、 普段本 な どを読 ん で い る 距離 まで近 づ き音

読 した 。

　4）す べ て の 測定 を 終 えた 後 、対 象者 に 測定

の 感想お よび内容報告を受けた 。

　 4 ．分 析方法

　 1）近 距 離視力 に つ い て は、同
一

サ イズ の 5

視標 中 4 個以上 正答 の 場合 を視 力 として判定 し

た （丸尾 ・湖崎 ・井上
，
1991）。 近 距離視力は 、

MNREAD −J チ ャ
ー

ト マ ニ ュ ア ル を参 考 に

logMAR 値 に変換 した 。 変換式は 10gMAR − 10g

（11視力値）で ある 。

　 2）最大視 認力 に つ い て は 、視認 で きた 最小

の 値 を最小可 読視標 と し て 記録 し た 。 また 、最

大視認力測定時 に定規で 測定 した視 距離 を記録

し、最大視認力測定時 の 視距離 とした 。 さ らに 、

最小可読視標 の ラ ン ドル ト環の 切れ 目の 幅 の サ

イズ お よ び 視距離 か ら求 め た視 角値 に基 づ き

logMAR 値 に換算 し、最大視認力とした 。

　3）読書視 力、最大読 書速 度 、臨界 文字サ イ

ズ に つ い て は MNREAD −J の 測定結果か ら分析

方法 に従 い 算出 した 。 そ の 際 、MNREAD −J の ホ

ー ム ペ ー ジ （http ：〃 www ．twcu ．ac ．lp／〜k −

oda   AD −」！）の マ ル チ プ ラ ッ トホ ーム対応

Flash版分析 プ ロ グ ラ ム （MNJA 　ver 　1．0）を利用 し

た。なお 、30c皿 の 視 距離 で は読材料 を視認 で

きなか っ た対象者 に つ い て も、上記分析プ ロ グ

ラ ム に 測定 時の 視 距離お よ び MNREAD −J の 測

定値 を入力 する こ とで 算出 した 。

　本研究 で は 10gMAR 値 を用 い た 。
こ れ まで 視

力は小 数視力が 用 い られ て きた が 、 同 じ ラ ン ド

ル ト環視標 を異 なる視距離 で 見 た場合、その 切

れ 目の なす角度は変化 し 、

一
律 に 比較す る こ と

が で きな い
。 そ こ で 視力の 本来 的意味で ある分

離角を求め 、 そ の 値 の 常 用対 数 を とる logMAR

値を採用 した 。 こ の 結果、近距 離視力、最大視

認力、な らび に MNREAD −J よ り得 られ る読書

視 力 、 臨界文字サ イズ の単位が そ ろ い 、間隔尺

度 と して 各々 を比較する こ とが 可能 と なる （魚

沼 ，　2004）D

　4）近距離視 力、最大視認力 、読書 視力 、最

大読 書速度 、 臨界文字サ イ ズ の 関係 に つ い て 、

Exce1 （Microsoft製，　Office　2000　SRI　Persona1）な

らび に SPSS 続計 パ ッ ケ
ージ （SPSS 製，　ver ．15）

を用 い て各 指標 の 相 関係数を求め る と と も に 回

帰分析 を行 い 、各 々 の 関係 に つ い て 明 らか に し

た。

皿．結 　果

　Table　l に 近距離視力、最大視認力 とそ の 視距

離 、 読書視 力 とそ の 視距離、最大読書速度 、臨

界文字 サ イズ の 結果 を示 した。近距離視力 の 測

定 におい て 対象者 v とw は最 も大 きい logMAR 値

1．7（小 数視力 0．02）の 視標 も視認で きず 、 Table

1で は 測 定不能 と表記 した 。

　近距 離視力 （logMAR 値 ）は O，40 か ら1．70 （小数

視力 0．4 か ら O．02＞の 値で あ り、平均 は ユ．03、標

準偏差 は 0．36で あ っ た。最大視認 力 （logMAR 値）
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は 0．32か ら1．90（小数視力 0，48か ら 0．013）の 値で

あ り、平均 は 1．04、標準偏 差 は 0，47 で あ っ た 。

最大視認 力測定時の 視距離は 2 。m か ら17cm の

値 で あ り、 平均 は 8．14cm 、標準偏差 は 499cm

で あ っ た 。 読書視力 （10gMAR 値）は 0．10か ら

2．01 （小 数視力 0．8か ら O．Ol）の 値で あ り、平均 は

0．92、標 準偏差 は 0．52で あ っ た 。 MNREAD −J測

定時の 視距離 は対象者 23 名中13名 が 30cm の 視

距離 を と り、残 りの 10名 は 任 意 に 3cm か ら

17cm の 視距離 を とっ た 。 最大読書速度は 56．2文

字1分 か ら 397．2 文 字／分 の 値 で あ り、平 均 は

238，83文字 1分 、標 準偏 差は 91，90文字／分 で あ っ

た 。 臨界文字 サ イズ （logMAR 値）は 0．30か ら

2．10 （小数視力O．5 か ら 0．Ol未満）の 値 で あ り、 平

均 は 1．11、標準偏差 は 0．49で あ っ た。

　 1 ．最 夫読書 速度 と近 距離 視力 ・最大視認

　　 力 ・読書視力の 関係

　最 大読書速度 と近距離視力 の 関係 をFig．1 に 、

最大読書 速 度 と最 大視 認 力 の 関 係 をFig．2 に、

最大読書速度 と読書視力 の 関係 をFig．　3 に示す 。

　（1）最大読書速度 と近距離視力 につ い て ：最

大読書速度 と近距離視力の 相関係数は r ＝−0．56

で あ り、有意で あ っ た （F （1，
19）＝8．73， p く 0．01）。

説明率は 31．5％ で あ り、弱 い 相関 が 認め ら れ た 。

また、回帰直線 は y ＝−144．58x＋ 387．54で あ っ た 。

　（2）最大読書速度 と最 大視認 力 に つ い て ：最

大読書速度 と最大視認力の 相関係数は r ＝−O．34

で あ り、有意で あ っ た （F （1，19）＝5．11
， p ＜O．05）。

説 明率は 11．7％ で あ り、弱 い 相関が認め られ た 。

ま た 、回帰直線 は y ＝−64．376x＋311．91で あ っ た 。

　 （3）最大読書速度 と読書視力 に つ い て ：最大

読書速度 と読書視力 の 相関係数 は r ＝−0．47で あ

り、 有意で あ っ た （F （1，ユ9）＝5．22，p く 0．01）。 説

明率 は 22．5％ で あ り、 弱 い 相 関が認 め られ た 。

また 、回帰直線は y ＝ −84。47x ＋316．82 で あ っ た。

　 （4）最 大読 書速度 と近 距 離視力 ・最 大視認

力 ・読書視力の 関係 に つ い て ：近 距離視力、最

大視認力、読 書視 力の 三変数が 最大読 書速度 と

複合的 に また ど の よ うな構造で 作用 して い る か

に つ い て 検討す る た め に 近 距 離視力、最大視認

力、読 書視力 を予測変数 と し 、 最大読書速度 を

目的変数とす る バ ッ ク ワ
ー ドイ リ ミ ネ

ーシ ョ ン

の 回帰分 析 を 行 な っ た 。 そ の 結果 、有 意水準

10％ で 最大視認力 と読書視力が排 除 され、近距

離 視 力 が 残 っ た （Table 　2 ）。回 帰 式 は y ＝−

144 ．58x ＋ 387 ．54 で あ っ た 。重 相 関 係 数 は

R2 − 0．315で あ り有意 で あ っ た （F （1，19）＝8．72，

p〈 O．Ol）。 す なわ ち、最 大読 書速 度は 近距離視

力 、 最大視認力、読書視力 の うち、近 距離視力

か ら の 影響は有意 で あ る とい える 。

一
方、最大

視認力 と読 書視力の 影響は 見かけの もの で 、実

質的 な も の で あ る と は 言 えな い こ とが わ か っ
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Table　2 最大読書速度 を 目的変数 と した バ ッ ク

　　　 ワ
ー

ドイリミネー
シ ョ ン 回帰分析 の結果

Step　 変数名　 回帰係数 　 R2　 累積 R2　 F

　 1　 最大視認カ　 ー0，394　 0，047　 0．3790 ．060

　 2　　読書視カ　　ー0．2〔＞4　 0．Ol7　 0．332　1，238

排除後 近距離視カ　 ー0．561　 0．315　 0．315　 8．267 ＊＊

＊ ＊ ＊

pく 0．001

た 。 最大読書速度 を 目的変数 と したバ ッ ク ワ
ー

ドイ リ ミ ネーシ ョ ン 回帰分析 の 結果 をTable　2 に

示 した 。

　 2．臨界 文字サ イ ズと近距離視力 ・最大視認

　　力 ・読害視力の関係

　臨界文字サ イズ と近 距離視力 の 関係 を Fig ．4

に、臨界 文字サ イ ズ と最 大視認力 の 関係 をFig．

5 に 、 臨界文字 サイズ と読書視力 の 関係 をFig．

6 に示 す 。

　（1）臨界文字 サ イ ズ と近 距離視力 に つ い て ：

臨界文字サ イズ と近距 離視 力 の 相 関係数は r −

0．82で あ り、有意で あ っ た （F （1，19）＝ 38．7
， p〈

O．Ol）。 説明率は 67．1％ で あ り、中程度 の 相関が

認め られ た 。 また 、 回帰直線は y ＝1，12x−0．05で

あ っ た 。

　（2）臨界 文字 サ イズ と最 大視認 力 に つ い て ：

臨界文字サ イズ と最大視認 力 の 相 関係数は r ＝

0．67で あ り、有意 であ っ た （F （1，19）＝9．73，p ＜

0．01）。 説明率は 45．1％で あ り、 弱 い 相 関が 認め

られ た
。 ま た

、 回帰 直線 は y ＝0．66x ＋ 0．39で あ

っ た。

　（3）臨界 文字 サ イズ と読 書視力 に つ い て ： 臨

界文字サ イ ズ と読書視力の 相関係 数 は r ＝0．95

で あ り、有意 で あ っ た（F（1，19）＝185．6，p〈 0．01）。

説明率 は 90．7％で あ り、強い 相 関が認 め られ た 。

また 、回帰直線は y ＝O．90x＋ 0．27で あ っ た 。

　（4）臨界文字サ イズ と近距離視力 ・最大視認

力 ・読書視力の 関係 に つ い て ：近 距離視力、最

大視認力 、 読書視力 の 三 変数が 臨界文字サ イ ズ

と複合的 に また ど の ような構造 で 作用 して い る

か に つ い て検討 する た め に 近距離視力、最大視

認力、読書視力 を予測変数 と し、臨界文字サ イ

ズ を 目的変数 とす る バ ッ ク ワ
ー

ドイ リ ミ ネー
シ

ョ ン の 回帰分析 を行 な っ た 。 そ の 結果 、有意水

準 10％ で 最大視 認力が 排除 され 、 近距離視力 と

読書視力が残 っ た （Table　3）。 回帰式 は臨界文字

サ イズ＝0，110＋ 0．289x 近距離視力 ＋ 0．775 × 読書

視力で あ っ た 。重 相関係数 は R2・・O．933 で あ り有

意で あ っ た （F （2，
18）＝126．2，p ＜ O．OO1）。 すなわ

ち 、 臨界文字サ イズ は近距離視力、最大視認力 、

読書視力の うち、近距 離視力 と読書視力か らの

影響 は有意で ある とい える。一方 、最大視認力

の 影響 は見 かけの もの で 、実質的な も の で あ る

と は 言 えな い こ とが わか っ た 。 臨界文字サ イズ
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Table　3 臨界文字サ イズ を 目的変数 と した バ ッ ク

　　　 ワ
ー

ドイリ ミネーシ ョ ン 回帰分析 の 結果

Step　　変数名　　回帰係数　 R1　 累積R2　 F

1　 最 大 視 認 力 　 0．829　 0．OO1　 0．934

排除後 近 距 離視力　 0．203

　 　 　 読書視力　　e．801

　 　 　 　 　 0．165
0．933　　0933
　 　 　 　 　 1ユ9、2＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

p＜0．001

を 目的変数 と した バ ッ ク ワ
ー

ドイ リ ミ ネーシ ョ

ン 回帰分析の 結果 を Table　3 に示 した 。

】V．考 　察

　本研究 で 読書能力 を表す指標 と して 挙げた最

大読書 速度 と近距離視力、最大視認力 、 読書視

力の 関係 に お い て 、近距 離視 力、最大 視認 力、

読書視 力 の い ずれ も 1 ％か ら 5 ％水準 で 有意 な

相関が 認め られ た 。しか し、説明率 は い ずれ も

35％以 下 と低 く、弱 い 相 関で あ っ た 。

　ま た 、 最大読書速度 と近 距離視力、最大視認

力、読書視力 との バ ッ ク ワ
ー

ドイ リ ミネーシ ョ

ン の 回帰分析の 結果、最大読書速 度に対 して は

三 変数の うち近距離視力 の みが 有意に影響 し て

い る こ とがわ か っ た 。 しか し 、 説明率 は 31，5％

と低 く弱 い 相関 で あ っ た 。

　一方、臨界文字サ イ ズ と近距 離視力、最大視

認 力、読書視力 の 関係 にお い て は、近距離視力、

最大視認力、読書視力 い ずれ に も有意 な相関関

係が 認め られ た 。 臨界文字サ イズ と近 距離視力

は 中程度の 相関関係 、 臨界文字サ イ ズ と最大視

認力 は 弱 い 相関関係 、臨界文字サイ ズ と読書視

力 は 強 い 相関 関係 が 認 め られ た 。 さ ら に 、臨界

文字 サ イズ と近距離視力 、最大視認力、読書視

力 と の バ ッ ク ワ
ー

ドイリ ミ ネーシ ョ ン の 回帰分

析 の 結果 、 臨界文字サ イ ズ に対 して 近距離視力

と読書視力が 有意に影響 し て い る こ と が わ か っ

た 。 説明率は 93．3％ と高 く、臨界文字サ イズ は

近距離視力 と読書視力 に よ っ て 説明す る こ とが

可 能で あ る とい え る 。

　 なお 、最大視 認力 に つ い て は 最大読書 速度、

臨界文字サ イ ズ双方 ともに影響せ ず 、予 測変数

の 中で は 質的 に異 な る もの で あ る こ と が わ か っ

た。 こ れ は 最大視認力が最 も見や す い 視距離 に

お い て どれ だけ小 さな視標 を識別で きる かを測

定 して い る の に対 し 、 MNREAD −J は 30cm を基

準視 距離 と して い る こ とが影響 して い る と考 え

ら れ る 。 さ ら に 、弱視者 の 視力 と最大視認力の

関係 に つ い て 、柿澤 （2007）は 、最大視認力測定

の 際、よ り小 さい 視標 を見 よ うと し て視 距離 を

縮め た結 果 、視力 か ら予想 される最小可読視標

よ り大 きい もの しか見 えな くなっ て い る 場合が

ある こ とを指摘 して い る 。こ れ が本研 究 の 結果

を導い た こ とも予想 され る。

　 と こ ろで 、 五 十 嵐 ・佐藤 （1980）お よび Legge

ら （1992）は視力 と最大読書速 度の 間に は明 白な

関係 は見出せ ない として い る 。 原 田 （1989）は視

力が低 くなれ ば な る ほ ど最大読書速度 は遅 くな

る と し て い る。本研究 で は MNREAD −J で 測定

した最大読 書速度 を読書 能力 を表す指標 と し、

近 距離視力 、最大視認 力、読書視力 をこ の 最 大

読書速度 を決定す る要 因 と して分 析 した 。 そ の

結果 、 最 も最大読書速度 と相 関が あ っ た の は 近

距 離視力 で あ っ た 。
こ の 結果 は濱本 ・五 十 嵐

（1979）の 視知覚 と近距離視 力の 関係 と類似 して

い る 。 しか しなが ら 、
い ず れ の 研 究の 説 明率 も

低 く、近距離視力 以外 の 要 因が弱視者の 視知覚

や読書 速度 に影響 を与 えて い る こ とが 示唆 さ れ

た。

　 弱視者の 最大読書速 度を決定 しうる 他の 要 因

と して 、読 材料 の 行間隔 （菊地 ・中野，1992）、

コ ン トラ ス ト感度 （吉 田 ，
1992）、 カ ラ

ー コ ン ト

ラス トや輝 度、読材料 の コ ン トラ ス トポ ラ リ テ

ィ （Legge ，2007）、室 内の 環境 と して の 照度 （佐

島
，
1987）、年齢 （Legge 　et 　al．，1992）、文字 の線

幅 （黒 田
・小 田

・
川嶋，2003）、学年 ・学力 （五 十

嵐 ・佐藤，1980）な どが考え られ る。 本研究で と

りあ げた最 大読書速度 は MNREAD −」で 測定 し

た もの で 、基準 視距離 30cm と して い る。弱視

児 ・者の 読書 行動 に お い て は必 ず し も視距 離

30cm を確i保 して お らず、数 cm の 視距離 で の 読

み も認 め られ る 。 そ こ で 今後、自由視 条件 にお

ける読書行動 を含め 、 上記 の 要 因に関する検討

を行 い た い と考 える 。
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　また、中野
・
中野 （1993）は 、臨界文字サ イズ

と近距離視力 の 相 関は高 い と報告 して い る 。 本

研究 の 結 果 よ り臨界文字 サ イ ズ と近 距離視力 、

最大視認力、読書視 力の 関係 をみ る と、近距離

視力だ け で な く読書視力 につ い て も、強 い 相 関

関係 が み られ た 。 説 明率 も67．ユ％ と 90．7％ で あ

っ た 。 よ っ て 本研究の 結果 か ら 、 近距離視力 、

読書視力 は臨界 文字 サ イズ を決定する 大 きな要

因 にな る と考 えられ る。 しか し、最大読書速度

を決定す る 要因 には必 ず し もな らな い こ とが わ

か っ た 。
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Effects　on 　Maximum 　Reading　Rate　and 　Critical　Point　Size　with 　Near 　Acuity ，

　　　　　　　 Letter　Acuity
，
　and 　Reaαing　AcuiIy　in　Low 　Vision

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊ ＊

Hideki 　TAKEUCHI 　 and 　Toshibumi 　KAKIZAWA

　　 We 　studied 　the　effects 　on 　maximum 　reading 　rate　and 　critical　point　size　with 　near 　acuity ，

letter　acuity ，　and 　reading 　acuity 　in　low　vision ．　Twenty−three　low　vision 　participants，14　to　44

years　ef 　age
，
　were 　measured 　their　near 　acuity 　and 　letter　acuity 　with 　logMAR 　near 　acuity 　chart ，

We 　also 　obtained 　reading 　acuity ，　maximum 　reading 　rate，　and 　critical　point　size　with 　MNREAD −j

reading 　chart ．　As　a　result
，
　corre ］．ation 　coefficients 　between　maximum 　reading 　rate　and 　near

acuity ，1etter　acuity ，　a皿 d　readillg 　acuity 　were 　up 　to　O．6．　Correlation　coefficients 　between　critical

point 　size 　and 　near 　acuity ，　letter　acuity ，　 and 　reading 　acuity 　were 　O．82
，
0．58

，
　and 　O．95

respectively ．　Multiple　 regressions 　were 　performed　to　detennine　which 　 acuities 　 contributed

significantly 　toward 　explaining 　variance 　of 　both　maximum 　reading 　rate 　and 　critical 　point　size ．

The　best　prediotor　ofmaximum 　reading 　rate　is　near 　acuity ，　accounting 　for　31．50／。　ofthe 　variance ．

Ninety　three　percent　of　the　variance 　ofthe 　critical　point　size　can 　be　accounted 　for　by　near 　acuity

and 　reading 　acuity ．

Key 　Words 　low　vision ，　maximum 　reading 　rate
，　critical 　point　size ，

　acuity
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